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This research aims at the architectural thought in the Japanese architectural world around the 1970s. It aims to clarify thought that goes 
through the target age when paying attention to the "Urban idea" of architects and architectural critics. It can be confirmed that there 
are two genealogies, <Idealism genealogy> and <Substantialism genealogy> in the "city philosophy" seen in the period around the 
1970s. From the four items of <theory> <method> <element> <space>, it can be confirmed that each architect and architectural critic 
is balancing by crossing the items. < Substantialism genealogy > can confirm the difference with the European architectural trend. It 
is Japan's unique thought and it is influenced by Society for Urban design research. 
	

１． 研究背景と目的	
これまでの通説おいて1970年代前後の時期は，近代

建築の確立からそれ以後の潮流への転換期とされてい

る．歴史的過程の中では，「都市」を媒介にすること

で建築家達が様々に建築理論を提唱した．先行研究

[1]をはじめ，歴史的過程の中での「都市」とは，海

外潮流の導入，批評論壇上で隆盛した建築理論や用

語，建築作品にみられる傾向との関係の中で，建築の

再定義を図るための戦略的用語と見なされている．し

かし，対象年代において都市空間との関係を記述する

際に使用された用語[2]は，年代・建築理論間を横断

し，且つ現代においても使用されている．よって本研

究は1970年代前後を中心とした，建築家，批評家の

「都市理念」[3]に着目した際に対象年代を通底する

思想を明らかにすることを目的としている．	
※【	 】内の表記は，[Table	1]の表記と対応している．例）CurrentⅠ：【Ⅰ】，「B：

手法論にみられる概念としての都市」：【B】	

２． 研究対象と方法	
	 都市デザイン研究体の取り組み[4]が紹介される61

年から，「ポスト・モダニズムの建築言語」が邦訳で紹

介[5]され，近代以後の潮流を志向する議論が批評論壇

上で隆盛する79年前後を対象期間とする．建築系雑誌

に掲載された建築家・批評家の「都市理念」が垣間見

られる文献を対象とする．析出された「都市理念」を

体系図[Table	1]を用いて分析を行う．〈理論〉〈方法〉

〈要素〉〈空間〉の4つの項目に区分する．[6]項目間の

関係性，比較検証として【Ⅰ】【Ⅳ】の「都市理念」と

の相違・類似点を明確にし，日本建築界に通底する思

想の一端を明らかにする．	

３． 日本建築界における「都市理念」の展開	
日本建築界における建築家・批評家の「都市理念」

の展開には，【A】，【B】，【C】，【D】，【E】の5段階での変

遷があることが確認できた．各段階では建築家それぞ

れが〈理論〉〈方法〉〈要素〉〈空間〉の各項目間の中で

均整が取られ，都市空間と関係が記述されていた．〈理

論〉〈方法〉は，【Ⅰ】の影響，【Ⅱ】と対応し合うこと

で展開されている．【Ⅲ】にみられる「都市理念」は，

都市空間を構成する「形式」に着眼し，「歴史/文化」と

の関係の中に建築を位置付けていた．[7]〈要素〉〈空

間〉は，比較から確認できる通り，日本独自の展開で

あることが確認できる．	

４． まとめ	
	 本稿では，1970年代前後の時期の建築潮流を「都市

理念」に着目することで，現状では以下のことを明ら

かにすることができた．70年代前後の時期にみられる

「都市理念」には〈観念論的系譜〉と〈実体論的系譜〉

の2つの系譜があることが確認できる．〈理論〉〈方法〉

〈要素〉〈空間〉の4項目間からは，それぞれの建築家・

批評家が項目間を横断することで均整が取られている

ことが確認できる．通説において都市と建築は，海外

潮流の導入をはじめとする批評論壇上で隆盛した建築

理論や用語，建築作品にみられる傾向との関係の中で

定義されていた．[2]〈観念論的系譜〉は，【Ⅰ】の影

響を受けながら，【Ⅱ】と対応し合うことで展開され

ている．〈実体論的系譜〉は，【Ⅳ】との相違点を確認

することができるため，日本独自での展開と考えられ

る．対象年代においては，主に都市デザイン研究体の

思想が継承されていることが確認できる．		
５． 参考文献および注釈	
[1]布野修司は著書『戦後建築の終焉−世紀末建築論ノート』（れんが書房新社，

1995年）で，70年代で展開される，地域・空間・環境・保存に着眼する諸傾向

を，社会状況に伴う 60 年代への反動と論じることで 60 年代と 70 年代とを区

分した．	

[2]対象年代においては，都市空間との関係を記述する際に「界隈」「広がり」

等の用語が使用されている．	

[3]本稿では，対象年代に通説として扱われている潮流・論壇の区分に関わら

ず，建築家・建築批評家による都市空間との関係を記述する際にみられる思想

を「都市理念」と称し分析を行っている．	

[4]都市デザイン研究体は，伊藤ていじ，磯崎新，東京大学丹下健三研究室，同

大学高山英華研究室を中心に構成され，明治以前の日本の都市空間にみられる

構成要素に着眼し調査活動を行なった．雑誌『建築文化』（彰国社）で，「日

本の都市デザイン」（1961年11月号），「日本の都市空間」（1963年1月号），

「日本の広場」（1971年3月号）と3度に渡って特集されている．	

[5]C・A・ジェンクス著，竹山実訳「ポスト・モダニズムの建築言語」『a+u』

新建築社，1979年増刊号	

[6]先行研究での問題点は，転換期とされる歴史的過程の中で提唱された様々

な建築理論を，近代以後の潮流と総称することで，変遷過程に関する定義が明

確にされていなかった．本稿では4つの項目を，〈理論〉：概念を元にした空間表

現，〈方法〉：理論の方法化，〈要素〉：都市空間にみられる実体をつくり出す構

成要素，〈空間〉：都市にみられる実体を元にした空間表現，と定義をすること

で，【Ⅰ】【Ⅳ】，【Ⅱ】，【Ⅴ】との均整関係を分析していく． 
[7]A.ロッシ，O.M.ウンガース，C.ロウをはじめとする，欧州建築界では，都市の「形
式性」に着眼し都市と建築との物理的な対応関係を記述した． 

１：日大理工・院（前）・建築	２：日大理工・教員・建築 
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木

群
）：

M
K 

●
文

脈
を

求
め

て
（

伊
東

豊
雄

）：
SK 

●
コ

ル
ビ

ュ
ジ

エ
と

ヴ
ェ

ン
チ

ュ
ー

リ
の

交
錯

す
る

地
点

に
今

日
ひ

と
つ

の
建

築
が

成
立

す
る

（
伊

東
豊

雄
）：

KB 

●
建

築
で

の
象

徴
作

用
と

そ
の

図
式

－
両

義
的

な
こ

と
の

内
に

－（
坂

本
一

成
）：

SK 
●

覆
い

に
描

か
れ

た
〈

記
憶

の
家

〉
と

〈
今

日
を

刻
む

家
〉（

坂
本

一
成

）：
SK 

●
建

築
を

、
文

化
の

文
脈

に
（

伊
東

豊
雄

）：
SK 

●
<

俗
>

な
る

世
界

に
投

影
さ

れ
る

<
聖

>（
伊

東
豊

雄
）：

SK 

●
街

並
み

の
美

学
（

芦
原

義
信

）：
岩

波
書

店
 

●
対

談
 文

化
を

め
ぐ

っ
て

（
黒

川
紀

章
・

山
崎

正
和

）：
SD 

●
集

落
は

何
を

語
る

か
（

原
広

司
）：

SD 
●

建
築

と
そ

の
外

界
に

つ
い

て
（

原
広

司
）：

SK 

●
特

集
 風

土
と

建
築

（
原

広
司

）：
SK 

●
ポ

ピ
ュ

ラ
ー

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ュ

ア
（

槇
文

彦
）：

TJ

●
住

居
集

合
論

（
原

広
司

）：
SD 

●
住

居
集

合
論

 そ
の

２
（

原
広

司
）：

SD 
●

住
居

集
合

論
 そ

の
3（

原
広

司
）：

SD 
●

集
落

へ
の

旅
（

原
広

司
）：

TB 

●
翳

り
の

な
か

の
集

落
（

原
広

司
）：

TB 
●

周
縁

が
み

え
る

集
落

（
原

広
司

）：
TB 

●
文

化
と

し
て

の
空

間
 空

間
概

念
論

の
た

め
の

ノ
-ト

・
均

質
空

間
論

（
原

広
司

・
藤

岡
洋

保
）：

TB 

●
都

市
の

論
理

と
建

築
の

論
理

（
原

広
司

他
）：

SD

●
Building Elem

entの
性

質
に

よ
る

建
築

空
間

の
質

に
関

す
る

研
究

 : 序
論

　（
原

広
司

）：
GR

●
造

形
の

生
態

学
的

考
察

序
説

Ⅰ
～

Ⅳ（
吉

阪
隆

正
）：

K

●
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
/女

木
島

（
明

大
神

代
研

究
室

）：
KB

●
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
/壱

岐
勝

本
（

明
大

神
代

研
究

室
）：

KB 
●

デ
ザ

イ
ン

・
サ

ー
ヴ

ェ
イ

/志
摩

菅
島

（
明

大
神

代
研

究
室

）：
KB 

●
三

代
目

の
都

市
（

神
代

雄
一

郎
）：

SD 
●

座
談

会
 地

域
と

建
築

（
神

代
雄

一
郎

）：
SD 

●
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
/伊

根
亀

山
（

明
大

神
代

研
究

室
）：

KB 

●
特

集
 田

園
都

市
―

阪
神

間
：

TJ 
●

特
集

 京
の

川
・

京
の

町
な

み
：

TJ 

●
中

間
領

域
ま

た
は

曖
昧

性
に

つ
い

て
（

黒
川

紀
章

）：
SK

●
固

有
な

媒
介

空
間

の
考

察
（

岡
田

威
海

他
）：

K

●
道

の
空

間
（

平
山

忠
治

）：
K

●
漁

業
集

落
研

究
（

1
～

3）（
吉

阪
隆

正
）：

GR
●

形
姿

の
大

切
さ

を
見

な
お

そ
う

（
吉

阪
隆

正
）：

K
●

見
え

な
い

領
域

か
ら

見
え

る
領

域
（

吉
阪

隆
正

）：
K

●
東

京
と

い
う

名
の

実
験

室
（

吉
阪

隆
正

）：
SD 

●
島

の
領

域
論

（
相

田
武

文
・

木
島

安
史

）：
M

K

●
創

る
基

礎
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
（

宮
脇

檀
）：

TJ

●
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
/馬

篭
（

法
大

宮
脇

ゼ
ミ

）：
KB 

●
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
/五

個
荘

1968（
法

大
宮

脇
ゼ

ミ
）：

KB 

●
建

築
の

外
部

空
間

に
関

す
る

研
究

（
芦

原
義

信
）：

GR 
●

広
場

を
め

ぐ
っ

て
（

芦
原

義
信

・
三

沢
浩

）：
AU 

●
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
建

築
は

可
能

か
：

SD 

●
座

談
会

 CIAM
の

都
市

像
（

菊
竹

清
訓

・
原

広
司

他
）

●
対

談
 都

市
は

必
然

か
－

現
代

都
市

文
明

の
不

自
然

度
（

大
谷

幸
夫

・
小

原
秀

雄
）：

SD 

●
都

市
設

計
と

建
築

（
大

谷
幸

夫
）：

KZ

●
見

切
品

ア
メ

横
（

元
倉

真
琴

）：
TJ

●
近

代
主

義
の

呪
縛

の
中

か
ら

（
石

山
修

武
他

）：
K 

●
そ

れ
で

も
建

築
は

語
り

つ
づ

け
ら

れ
る

だ
ろ

う
か

（
相

田
武

文
）：

SD 

●
空

間
の

意
味

を
求

め
て

（
寺

門
弘

道
）：

K 

●
日

本
の

都
市

空
間

（
都

市
デ

ザ
イ

ン
研

究
体

）：
KB 

●
都

市
の

デ
ザ

イ
ン

（
都

市
デ

ザ
イ

ン
研

究
体

）：
KB 

●
広

場
論

（
都

市
デ

ザ
イ

ン
研

究
体

/伊
藤

て
い

じ
）：

KB 

●
有

心
・

無
心

建
築

論
（

伊
藤

て
い

じ
）：

SK 
●

明
治

以
降

の
ポ

ピ
ュ

ラ
ー

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ュ

ア
（

伊
藤

て
い

じ
）：

SK 

●
日

本
に

お
け

る
集

団
形

成
の

方
向

は
建

築
と

ど
う

か
か

わ
る

か
（

伊
藤

て
い

じ
）：

KB 

●
和

風
建

築
論

（
伊

藤
て

い
じ

）：
SK 

●
セ

ル
フ

＆
フ

ォ
ア

―
/最

大
都

市
理

論
(伊

久
美

義
男

）：
M

K

●
都

市
と

娯
楽

（
加

藤
秀

俊
）：

SD 

●
都

市
空

間
の

演
出

（
高

山
恭

行
）：

KB 

●
都

市
へ

の
夢

（
石

山
修

武
・

原
広

司
）：

KB

●
消

費
の

海
に

浸
ら

ず
し

て
新

し
い

建
築

は
な

い
　（

伊
東

豊
雄

）：
SK 

●
環

境
へ

の
眼

差
し

は
建

築
を

変
え

う
る

か
（

伊
東

豊
雄

）：
SK 

●
近

代
の

衰
弱

と
オ

プ
テ

ィ
ミ

ズ
ム

 建
築

の
<

健
康

さ
>

と
<

気
持

ち
の

良
さ

>
を

め
ぐ

っ
（

伊
東

豊
雄

）：
SK 

●
設

計
行

為
と

は
歪

め
ら

れ
て

ゆ
く

自
己

の
思

考
過

程
を

追
跡

す
る

作
業

に
ほ

か
な

ら
な

い
（

伊
東

豊
雄

）：
SK

●《
黒

の
回

帰
》

都
市

の
内

側
に

お
け

る
都

市
の

表
徴

（
伊

東
豊

雄
）：

SK 
●

建
築

家
の

倫
理

性
へ

の
疑

問
（

伊
東

豊
雄

）：
SK 

●
風

の
建

築
を

め
ざ

し
て

（
伊

東
豊

雄
）：

KB 

●
都

市
を

読
む

（
法

政
大

学
東

京
の

ま
ち

研
究

会
）：

TJ 
●

道
空

間
（

黒
川

紀
章

）：
KB

●
住

居
空

間
の

科
学

 都
市

化
と

み
ど

り
（

黒
川

紀
章

）：
SK

●
都

市
住

居
に

お
け

る
複

合
度

と
都

市
性

（
黒

川
紀

章
）：

SK

●
街

路
<

ス
ト

リ
ー

ト
・

セ
ミ

オ
ロ

ジ
ー

>（
竹

山
実

）：
KB 

●
セ

ミ
ナ

ー
道

空
間

（
早

大
武

研
究

室
 道

空
間

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
）：

TJ

●
町

の
シ

ャ
ド

ウ
・

デ
ー

タ
（

望
月

照
彦

他
）：

TJ

○
中

野
本

町
の

家
（

伊
東

豊
雄

）

●
都

市
の

現
実

・
建

築
・

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　（
伊

東
豊

雄
）：

KB 8601

●
都

市
の

備
忘

録
（

石
山

修
武

他
）：

KB

●
見

え
な

い
都

市
に

挑
む

（
磯

崎
新

）：
TB 

●
建

築
の

解
体

（
磯

崎
新

）：
美

術
出

版
社

●
現

代
建

築
様

式
（

川
添

登
）：

K 

●
特

集
 戦

後
建

築
思

想
の

反
省

（
前

川
国

男
・

槇
文

彦
他

）：
K

○
未

完
の

家
（

篠
原

一
男

）★
建

築
学

会
賞

○
親

和
銀

行
本

店
（

白
井

晟
一

）★
建

築
学

会
賞

○
パ

レ
ス

サ
イ

ド
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
（

日
建

設
計

）

●
都

市
デ

ザ
イ

ン
の

動
向

（
佐

々
木

隆
文

）：
K

●
万

国
博

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
（

高
地

純
）：

M
K

●
大

阪
万

博
の

意
味

す
る

も
の

（
山

本
学

治
）：

M
K 

●
現

代
建

築
の

多
様

性
に

つ
い

て
（

佐
々

木
宏

）：
SK 

●
な

ぜ
〈

手
法

〉
な

の
か

（
磯

崎
新

）：
AU

●
特

集
 情

報
空

間
（

磯
崎

新
他

）：
KB 

●
都

市
破

壊
業

KK（
磯

崎
新

）：
SK

●
空

間
へ

（
磯

崎
新

）：
美

術
出

版
社

●
建

築
の

論
理

の
再

構
築

へ
（

林
昌

二
）：

SK 
●

歪
め

ら
れ

た
建

築
の

時
代

（
林

昌
二

）：
SK 

●
近

代
の

呪
縛

に
放

て
（

八
束

は
じ

め
他

）：
KB 

●
呪

縛
か

ら
 四

つ
の

状
況

解
読

格
子

（
伊

東
豊

雄
）：

KB 

●
巨

大
主

義
の

建
築

と
は

何
か

（
中

村
敏

男
）：

SK

○
幻

庵
（

石
山

修
武

）○
住

吉
の

長
屋

（
安

藤
忠

雄
）★

建
築

学
会

賞
○

新
宿

三
井

ビ
ル

（
日

本
設

計
）★

建
築

学
会

賞
○

群
馬

県
立

近
代

美
術

館
（

磯
崎

新
）★

建
築

学
会

賞
○

所
沢

聖
地

霊
園

（
池

原
義

郎
）★

建
築

学
会

賞
○

最
高

裁
判

所
（

岡
田

新
一

）★
建

築
学

会
賞

●
近

代
建

築
を

ど
う

と
ら

え
る

か
（

芦
原

義
信

他
）：

SK
●

建
築

調
書

1960-75（
稲

垣
栄

三
他

）：
KB

●
対

談
 モ

ダ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

（
篠

原
一

男
）：

SK 

○
名

護
市

庁
舎

（
象

設
計

集
団

）★
建

築
学

会
賞

○
新

宿
NS

ビ
ル

（
浜

田
信

義
他

）★
建

築
学

会
賞

●
建

築
の

世
紀

末
（

鈴
木

博
之

）：
SD

●
対

談
 ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
に

出
口

は
あ

る
の

か
 20

世
紀

末
へ

向
け

て
時

代
は

動
く

（
篠

原
一

男
・

丹
下

建
三

）：
SK 

●
国

家
と

ポ
ス

ト
・

モ
ダ

ニ
ズ

ム
建

築
（

布
野

修
司

）：
KB

●
テ

ク
ス

ト
戦

略
と

し
て

の
ポ

ス
ト

・
モ

ダ
ニ

ズ
ム

（
八

束
は

じ
め

）：
SD

●「
建

築
の

解
体

」
か

ら
「

ま
と

め
の

建
築

」
へ

（
伊

東
豊

雄
他

）：
KB

●
歴

史
の

無
化

と
「

近
代

建
築

」（
八

束
は

じ
め

）：
KB

●
都

市
の

記
憶

―
建

築
の

記
憶

（
内

田
祥

哉
他

）：
KB

○
つ

く
ば

セ
ン

タ
ー

ビ
ル

（
磯

崎
新

）

●
特

集
 脚

注
の

な
い

都
市

―
新

宿
副

都
心

と
新

宿
住

友
ビ

ル
：

M
K 

●
ラ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

と
フ

ォ
ル

マ
リ

ズ
ム

（
多

木
浩

二
）：

SK ●
実

体
と

虚
構

の
あ

い
だ

（
多

木
浩

二
）：

KB 
●〈

都
市

の
経

験
〉＝〈

記
号

分
析

学
〉

の
次

元
と

し
て

（
多

木
浩

二
）：

●
都

市
の

隠
喩

と
し

て
の

建
築

（
岡

田
新

一
）：

KB 

●
象

徴
的

な
る

も
の

の
役

割
（

多
木

浩
二

）：
SD 

●
デ

ザ
イ

ン
・

サ
ー

ヴ
ェ

イ
へ

の
再

批
判

（
中

村
幸

安
）：

TJ

●
表

現
的

＝
状

況
的

（
宮

内
嘉

久
）：

K 

△
コ

ン
テ

ィ
ニ

ュ
ア

ス
・

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

（
ス

ー
パ

ー
ス

タ
ジ

オ
）

△
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
・

シ
テ

ィ
（

ア
ー

キ
グ

ラ
ム

）

▲
都

市
の

イ
メ

ー
ジ

（
K.リ

ン
チ

）

▲
ア

メ
リ

カ
大

都
市

の
死

と
生

（
J.ジ

ェ
イ

コ
ブ

ス
）

▲
建

築
の

多
様

性
と

対
立

性
（

R.ヴ
ェ

ン
チ

ュ
ー

リ
）

▲
ラ

ス
ベ

ガ
ス

か
ら

教
わ

る
（

R.ヴ
ェ

ン
チ

ュ
ー

リ
・

S.ブ
ラ

ウ
ン

）
▲

邦
訳

/ラ
ス

ベ
ガ

ス
（

R.ヴ
ェ

ン
チ

ュ
ー

リ
・

S.ブ
ラ

ウ
ン

）

▲
都

市
の

記
号

論
に

関
す

る
考

察（
F.シ

ョ
エ・平

本
健

次
訳

）：

▲
12

の
理

想
都

市
（

ス
ー

パ
ー

ス
タ

ジ
オ

）：
TJ

▲
都

市
と

記
号

論
（

M
.ヘ

ン
ゼ

・
伊

藤
哲

夫
訳

）：
K

▲
コ

ン
セ

プ
チ

ュ
ア

ル
・

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ュ
ア

 そ
の

概
念

へ
の

試
み

（
P.ア

イ
ゼ

ン
マ

ン
）

●
ラ

・ヴ
ィ

レ
ッ

ド
公

園
国

際
設

計
競

技

▲
ピ

ア
ノ

＋
ロ

ジ
ャ

ー
ス

の
建

築
的

方
法

（
R.バ

ン
ハ

ム
）：

AU 

▲
歩

行
都

市
（

サ
イ

モ
ン

・
ブ

ラ
イ

ネ
ス

）：
SD 

▲
ポ

ス
ト

・
モ

ダ
ニ

ズ
ム

の
建

築
言

語
（

C.ジ
ェ

ン
ク

ス
）：

AU
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（
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メ
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を
中

心
と
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た
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流

）

CurrentⅡ
（
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流

・
批

評
論
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・
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品

）

CurrentⅣ
（

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
を

中
心

と
し

た
潮

流
）

CurrentⅢ
（

日
本

/都
市

理
念

）

CurrentⅤ
（

世
相

・
思

想
）

ア
メ

リ
カ

日
本

ヨーロッパ

理
論

空
間

要
素

方
法

空
間

表
現

と
し

て
の

都
市

空
間

に
見

ら
れ

る
実

体

都
市

空
間

に
見

ら
れ

る
実

体
を
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く
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出

す
構

成
要

素

理
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の
方

法
化

空
間
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現
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し
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個
人
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CurrentⅠ
研

究
対

象
年

代
に

お
け

る
ア

メ
リ

カ
を

中
心

と
し

た
建

築
潮

流
を

時
系

列
・

縦
軸

に
見

る
こ

と
で

、
建

築
界

全
体

の
系

譜
・

建
築

理
論

の
変

化
・

他
国

の
建

築
潮

流
へ

の
影

響
を

確
認

で
き

る
。

CurrentⅡ
研

究
対

象
年

代
に

お
け

る
日

本
建

築
界

の
建

築
作

品
論

・
建

築
壇

上
の

を
時

系
列

・
縦

軸
に

見
る

こ
と

で
、

前
史

か
ら

継
続

す
る

潮
流

、
ア

メ
リ

カ
を

中
心

と
し

た
建

築
潮

流
の

受
容

と
対

応
が

確
認

で
き

る
。

CurrentⅢ
研

究
対

象
年

代
に

お
け

る
日

本
建

築
界

の
「

都
市

理
念

」
を

時
系

列
・

縦
軸

に
見

る
こ

と
で

、〈
理

論
〉〈

方
法

〉〈
要

素
〉〈

空
間

〉
に

区
分

間
の

関
係

・
海

外
潮

流
の

影
響

と
相

違
/類

似
点

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

CurrentⅣ
研

究
対

象
年

代
に

お
け

る
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

を
中

心
と

し
た

建
築

潮
流

を
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列

で
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で
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フ
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ュ
マ

リ
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ム
・
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シ
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リ
ズ
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ア
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系
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が
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認
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る
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で
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メ
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カ
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潮
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る
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る
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模
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と

し
て

の
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代

前
半
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に
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る

概
念

と
し

て
の
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市
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域

形
成

と
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ー
バ
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・

デ
ザ

イ
ン

C:デ
ザ

イ
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ー
ヴ

ェ
イ

に
み

る
都

市
の

構
成
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素

へ
の

着
眼

ラ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

フ
ォ

ル
マ

リ
ズ

ム

コ
ン

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

リ
ズ

ム

●
コ

ン
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
リ

ズ
ム

の
コ

ン
テ

ク
ス

ト
（
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向

正
人

）：
TJ

●
海
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建

築
情

報
 コ

ン
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
リ

ズ
ム

（
岡

田
新

一
）：

SD 
●

槇
文

彦
論

（
磯

崎
新

）：
SD 

E：
日

本
に

お
け

る
コ

ン
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
リ

ズ
ム
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